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事業概要（2026年3月31日現在）

交通 不動産 生活サービス ホテル・リゾート

事業領域 ▪鉄軌道　▪バス　▪空港運営 ほか
▪不動産販売・賃貸・管理
▪海外 ほか

▪百貨店 ▪ショッピングセンター
▪チェーンストア ▪ケーブルテレビ
▪電力小売・ガス取次 ▪学童・未就学児保育 ほか

▪ホテル　▪リゾート　▪ゴルフ ほか

特徴・強み

·安全・安心、ユニバーサル、快適なサービス
·相互直通運転など利便性の高いネットワーク 
·低環境負荷な移動手段
·上記を実現し続けるための継続投資

·社会課題の解決と事業性を両立させる 
不動産開発
·グループ内外の企業や地域、行政との連携
·「職住遊」を機能的に配置したまちづくり

·さまざまな世代・ニーズのお客さまの 
生活を支える 「家ナカ」「街なか」事業による
豊富な顧客接点と信頼の構築

·価値観やライフスタイルの多様化に対応して、 
生活の質を高めるホスピタリティサービスを
信頼あるブランドに基づいて全国へ展開

財務
資本

営業収益
19.5％

2,269億円
22.6％

2,629億円
45.9％

5,332億円
12.0％

1,393億円

営業利益

ROA※1

273億円
3.6%

435億円
3.5%

218億円
4.8%

97億円
7.3%

人的
資本

従業員数

［［　臨時
従業員数］］※2 7,394人［1,300人］ 3,210人［3,146人］ 8,838人［18,579人］ 3,935人［3,505人］

製造資本・
社会関係資本

·東急電鉄駅数 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 99駅
·東急電鉄車両数 - - - - - - - - 1,321両
·東急バス車両数 - - - - - - - - - - - - - - 945両

·賃貸可能面積（当社持分） - - - 1,626千m2

·賃貸オフィスビル面積 - - - - - - - - - - - - 370千m2

·サテライトシェアオフィス施設数 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 145施設（直営店）

·百貨店・ショッピングセンター - - - - - - - - - - - 57施設
·スーパーマーケット - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 89店舗
·商業施設賃貸可能面積 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 431千m2

·TOKYU POINT会員数 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 251万人
·CATV接続世帯数 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -118万世帯
·シネマスクリーン数／座席数 - - - 185スクリーン／31千席
·電気／ガス供給世帯数 - - - 18.4万世帯／20.9万世帯

·ホテル・会員制リゾートホテル 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 59店舗／11,649室
·コンフォートメンバーズ会員数 - - - - - - 113万人
·ゴルフ場 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 6施設

※1 ROA ＝ 営業利益 ÷ 資産（2025年度期中平均）
※2 従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者を含む）であり、臨時従業員数は、［ ］内に当連結会計年度の平均人員を外数で記載。 
記載の従業員数の他、特定のセグメントに区分できない885人［438人］が管理部門に所属しています。
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交通

事業の概況
2025年度の交通セグメントでは、東急新横浜線の利用定着のほか、各種利便性向上施策や移動需要の増加を背景に、鉄道輸送

人員が増加し、営業収益は2.9%増加しました。一方、従業員の待遇改善等による人件費の増加や、安全投資・設備更新等の鉄道

工事に伴う費用の増加により、営業利益は5.7%減の273億円となりました。

2025年度実績（交通セグメント）
営業利益構成比

東急電鉄等
84％

東急バス
6％

その他
10％

営業利益

273億円

セグメント別データ  P.66

営業収益・営業利益推移
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● 営業収益（左軸）　■ 営業利益（右軸）

主な戦略項目

■  安全・安心の追求
■  運営高度化と業界連携
■  マーケティングによる沿線活力の創出
■  ネットワークの価値最大化
■  環境・社会課題の解決

持続性と成長に向けた取り組み（東急電鉄）

○  CBTC（無線式列車制御システム）の導入による 
運営高度化

CBTCは、無線通信技術により列車の位置や速度を連続的に
把握し、列車間の安全な間隔を確保するとともに、制限速度を超
えないようブレーキを自動制御するシステムです。安全性を確保
した上での列車間隔最適化による遅延回復力向上や、設備の2系
統化による運行の安定性向上、省設備化によるメンテナンス性向
上を目的に、田園都市線および大井町線に導入を予定しています。

○ 鉄道ネットワークの改良
新空港線（蒲田駅～京急蒲田駅間、0.8km）の速達性向
上計画について、2025年10月に国土交通省より認定を取
得しました。運行頻度・車両編成・整備効果などの計画内
容が認定され、新線開通へ大きく前進しました。羽田空港と
渋谷や東京都北西部などとのアクセス利便性向上、および蒲
田地区等の地域発展への貢献を見込んでいます。

Message

安全を根幹に、「移動の価値」を 
追求し続けます
東急電鉄株式会社 代表取締役社長 福田 誠一

当社は安全投資と成長投資

の両輪による持続的成長を目指

しています。施設の維持・更

新や激甚化する自然災害への

対応力強化、デジタル技術を

積極的に活用したトラブルの

未然防止体制の構築等に取り組んできました。2025

年10月に発生した田園都市線梶が谷駅列車衝突事故

等の再発防止を徹底するとともに、引き続きトラブル

の未然防止対策や有事の際の初動対応の迅速化など、

安全を最優先に事業を推進していきます。

成長戦略においては、タッチ決済や「Q SKIP」の

普及を通じたシームレスな移動環境の実現を加速しま

す。また、東京都・品川区と進める大井町線戸越公園

駅付近の連続立体交差事業や、羽田エアポートライン

株式会社と連携する「新空港線」計画にも着実に取り

組んでいきます。

通学定期の値下げをはじめとした子育て世代への支

援施策や、大規模災害時のBCP強化、鉄道電力の効

率的な活用を目的とした市が尾変電所への大規模蓄

電システムの導入など、社会課題への対応や、街と一

体化した都市開発などを進め、今後も街とともに進化

し続け、「日本一の街の、日本一の鉄道」を創り上げ

てまいります。
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不動産

事業の概況
2025年度の不動産セグメントでは、ホテルや商業施設等の売上が好調に推移し賃料収入が増加したことや、資産回転型ビル事業

における物件売却等により、営業収益は3.6%増加しました。一方、不動産販売業において前年の大型マンション販売の反動減等に

より、営業利益は9.9%減の435億円となりました。

2025年度実績（不動産セグメント）
営業利益構成比

不動産販売業
33％

不動産賃貸業
56％

不動産管理業
13％

営業利益

435億円

その他 △2％

営業収益・営業利益推移
（億円） （億円）
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● 営業収益（左軸）　■ 営業利益（右軸）
※2023年度は一部事業のセグメント変更を遡及修正した数値

■  エリア価値の持続的な向上
■  資本効率を重視した戦略的な不動産販売の推進
■  不動産管理、不動産リテールビジネスの強化
■  資産ポートフォリオ戦略の推進
■  海外事業の継続強化

主な戦略項目

不動産事業における成長戦略

工事費・金利上昇の環境下において、当社は資本効率を重
視した経営を推進しています。コア事業である不動産賃貸業
での内部成長と、REITや私募ファンド等を活用した資産回転
型ビジネスを両輪として収益力強化を目指します。ROAの向
上を図るとともに、獲得したキャピタルゲインを活用した循環
型の再投資を加速させることで、持続的な成長を実現します。

組み合わせによる
リターン向上

組み合わせ

売却
キャピタルゲイン
による利回りの確保

&
回収資金を活用した
再開発PJ推進による
企業価値拡大

コア事業

賃貸
安定的な利益貢献による
企業価値の形成

物件価値向上による
企業価値向上

適切な含み益により
再開発PJ推進による
企業価値の拡大

Message

世界をリードする、美しい沿線へ 
～社会的価値の創造と事業性両立の実現に向けて～

上席執行役員 都市開発本部長 西村 隆徳

当社は沿線の皆様と共に、交

通と都市開発が連携したまちづ

くりに長年取り組んでまいりま

した。昨今、建設費の高騰や

金利上昇など事業環境の不確

実性が高まっておりますが、当

社では資本効率をより一層強く意識し、不動産事業を

戦略的に推進してまいります。

2025年度は、既存物件の収益マネジメントによる

内部成長に加え、「資産回転型ビジネス」を推進し、

東急REITや私募ファンド等への戦略的な物件拠出を

通じて、資産の入れ替えと循環再投資のサイクルを加

速させました。あわせて、ノンアセット型フィービジネ

スのさらなる強化に注力し、沿線における仲介・コン

サルティング等の拠点を着実に拡充することで、お客

さまに対する収益機会の多様化と、顧客とのインター

フェイス機能を一層強化いたしました。

今後は中長期的な成長を見据え、継続的な保有資産

の資金化によるバランスシートの最適化と、機動的な再

投資による事業ポートフォリオの高度化を図ります。渋

谷駅周辺の大型再開発や鷺沼、藤が丘等の沿線開発を

通じ、街の魅力向上と事業成長の両立を目指します。今

後も東急沿線を中心とした地域の皆様と共に、世界を

リードする豊かで美しいまちづくりを実現してまいります。
セグメント別データ  P.66
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リテール事業における成長戦略

リテール事業

商業施設運営

一体運営による競争力強化・効率化 事業規模の拡大

食品・日用品小売
東急ストア 東急グルメ

フロント

飲食関連

等等

  （2025年4月設立）

東急百貨店

東急モールズデベロップメント

SHIBUYA109エンタテイメント

渋谷地下街 等

ながの東急百貨店

生活サービス

事業の概況
2025年度の生活サービスセグメントでは、東急レクリエー

ションにおける好調な映画市況の取り込みや、東急パワーサ

プライにおける電力調達原価の安定化により、営業収益は

1.1%増加し、営業利益は13.0%増の218億円となりました。

2025年度実績（生活サービスセグメント）
営業利益構成比

営業利益

218億円

東急ストア 20％

東急百貨店 5％

東急
レクリエーション

9％東急
パワーサプライ
24％
東急エージェンシー 5％

その他 23％

イッツ・
コミュニケーションズ

14％

営業収益・営業利益推移

2023 202420222021

（億円） （億円）
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● 営業収益（左軸）　■ 営業利益（右軸）

セグメント別データ  P.66

主な戦略項目

■  リテール事業
•ポートフォリオ最適化と組織・運営の最適化
•顧客起点の事業開発・強化

■  ICT・メディア、文化・エンターテインメント事業
•既存事業の収益性向上  •グリーン、デジタル領域の推進
•グループ連携によるシナジー創出（ IP・顧客接点活用）
•“楽しい”を起点とした価値創造

《Topic》　 渋谷スナック横丁プロジェクト

当社がエンターテインメント領域におい
て推進する事業ブランド「東急エンタメイ
ト」のもと、日本独特の文化であるスナッ
クを現代的なエンタメへと昇華させ、リアルコミュニケーショ
ンによる交流起点を創出する「渋谷スナック横丁プロジェクト」
を、渋谷二丁目エリアにて始動します。

Message

事業競争力の強化と沿線価値向上の 
好循環を創出する
生活サービス事業部長
東急リテールマネジメント株式会社 代表取締役社長 堀田 正道
生活サービス事業は、交通・不

動産事業と連携しながら、リテー
ル事業、ICT事業、文化・エン
ターテインメント事業等、日常に
寄り添う多様なサービスを提供し
ています。なかでもリテール事業
は、商業施設運営事業と小売事業を展開し、豊富な顧客
接点を通じて、長期循環型ビジネスモデルを支えています。
一方で、人口減少やEC市場の拡大により、リテール業界

は大きな変革期にあります。商業施設の優勝劣敗が明らか
になり、スーパーマーケットのM&Aも加速するなか、お客
さまに選ばれ続けるためには、独自性強化と規模拡大をス
ピード感を持って実現していくことが重要です。

2025年度は東急リテールマネジメント（株）を設立し、
各事業会社に分散していた機能やノウハウを集約し、ス
ケールメリットを活かした運営体制を構築しました。今
後開発が進む渋谷では、街全体を一つのモールとして捉
えた最適なテナントミックスや機能配置を進め、街の魅
力と競争力向上に取り組みます。また昨年開業の「Bacha 

Coffee銀座」のような新たなブランドや体験価値の提供
も継続します。
今後も事業競争力を強化し、「期待を超える顧客体験」を

提供することで、人の流れと賑わいを生み出し、街の魅力や
沿線価値を高めてまいります。こうした沿線価値の向上が
より多くのお客さまや事業機会を呼び込み、さらなる事業
成長と競争力強化につながる好循環を実現してまいります。

リテール事業

商業施設運営

一体運営による競争力強化・効率化 事業規模の拡大

食品・日用品小売
東急ストア 東急グルメ

フロント

飲食関連

等等

  （2025年4月設立）

東急百貨店

東急モールズデベロップメント

SHIBUYA109エンタテイメント

渋谷地下街 等

ながの東急百貨店

リテール事業

商業施設運営

一体運営による競争力強化・効率化 事業規模の拡大

食品・日用品小売
東急ストア 東急グルメ

フロント

飲食関連

等等

  （2025年4月設立）

東急百貨店

東急モールズデベロップメント

SHIBUYA109エンタテイメント

渋谷地下街 等

ながの東急百貨店

リテール事業

商業施設運営

一体運営による競争力強化・効率化 事業規模の拡大

食品・日用品小売
東急ストア 東急グルメ

フロント

飲食関連

等等

  （2025年4月設立）

東急百貨店

東急モールズデベロップメント

SHIBUYA109エンタテイメント

渋谷地下街 等

ながの東急百貨店

リテール事業

商業施設運営

一体運営による競争力強化・効率化 事業規模の拡大

食品・日用品小売
東急ストア 東急グルメ

フロント

飲食関連

等等

  （2025年4月設立）

東急百貨店

東急モールズデベロップメント

SHIBUYA109エンタテイメント

渋谷地下街 等

ながの東急百貨店

リテール事業

商業施設運営

一体運営による競争力強化・効率化 事業規模の拡大

食品・日用品小売
東急ストア 東急グルメ

フロント

飲食関連

等等
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ホテル・リゾート

事業の概況
2025年度のホテル・リゾートセグメントでは、都心エリアのホテルを中心にインバウンド需要を取り込んだこと等により好調に推

移し、ADR（一室単価）は26,681円（前年比＋2,761円）となりました。ゴルフ事業においても、プレー収入・会員権収入ともに

堅調に推移しました。この結果、営業収益は9.8%増加し、営業利益は46.0%増の97億円となりました。

2025年度実績（ホテル・リゾートセグメント）
営業利益構成比

東急ホテルズ等
88％

その他
12％

営業利益

97億円

営業収益・営業利益推移
（億円） （億円）

435

△167

708

△41

1,053

22

1,268

66

2026
（予想）

1,393

97

1,419

104

△200

0

200
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0
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1,000

1,500

（年度）2023 202420222021 2025
● 営業収益（左軸）　■ 営業利益（右軸）
※2023年度は一部事業のセグメント変更を遡及修正した数値

セグメント別データ  P.66

■  ホテル事業
•店舗網の再構築と既存資産の価値向上
•オペレーターとしての競争力強化
•アセットライト事業による収益多角化

■  ゴルフ事業
•施設の高付加価値化とグループ連携による需要開拓

主な戦略項目

ホテル事業における成長戦略

○ リブランドによるブランドポートフォリオの拡充
2026年7月、川崎市所在の「東急REIホテル」を、体験設
計型ホテル「The HOTEL Well-hub Haneda」としてリブ
ランディングしました。今
後もブランドポートフォリ
オの拡充により、ゲストの
多様なニーズに応える柔
軟な選択肢を強化し、さら
なる事業成長を目指します。 

○ 店舗網の再構築（2025年度以降、計画を含む）

新規店舗 2店舗
346室

JAM 福井勝山東急ホテル&リゾーツ
東京麹町東急REIホテル

営業終了 3店舗
651室 東急REIホテル（高松／松山／那覇）

Message

需要の追い風を捉え、戦略的な投資と
集客強化で収益力のさらなる向上を目指します
執行役員 ホテル・リゾート事業部長 馬場 隆光

ホテル・リゾート事業は、中東
情勢や中国経済等の影響を受け
つつも、全体としては旺盛なイン
バウンド需要に支えられ、2025
年度は営業利益97億円を計上し
ました。中核のホテル事業では、
経営機能強化として設備品質維
持のLCC※1投資に加え、客室・料飲施設での戦略的な
バリューアップ投資を推進しています。また、遠隔地リ
ゾートホテルの社員寮建設など、環境整備にも注力してお
ります。成長戦略としては、ホテルコンドミニアムの建設
や、渋谷エリアへ誘致する外資系ホテルの経営機能構
築が始動しています。さらに、運営面では新規MC・FC※2 

ホテルの獲得を進めるとともに、日系ホテルチェーンとし
て初めて独立系ホテルコンソーシアム「Global Hotel 

Alliance」へ加盟し、会員3,400万人への集客強化を
図ります。併せてAIによる価格の最適化とDXによるコス
ト構造の最適化を進めます。
ゴルフ事業では国内有数のハイエンドゴルフ場として、

伝統を活かした施設改修を継続し、優位性強化により安
定収益を確保しています。また、定額宿泊サービス「ツ
ギツギ」は会員数35万人を超え、さらなる事業規模の拡
大を目指します。
今後も高単価需要を着実に取り込み、持続的な成長

を実現してまいります。
※1 ライフサイクルコスト
※2 MC：マネジメントコントラクト　FC：フランチャイズ
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